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～昨年に引き続きアカスジカスミカメの発生に注意が必要です。～
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秋田県病害虫防除所（防除対策情報№２より）

病害虫防除所が行った抽出ほ場調査におけるアカスジカスミカメのすくい取り数は県南
部で平均１．５頭（全県平年１．１頭）と平年並みでしたが、発生地点率は２１．１％（全県平年１１．７
％）と高くなっています。
今後の気象予報からも斑点米カメムシ類の発育に好適な環境が続くと見込まれています
ので、イネの生長に合わせ、適期の防除を行います。アカスジカスミカメは登熟後半まで
加害することがあるので今後の予察に注意しましょう。
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○おばこ一斉草刈りデー（７月２５日まで）以降は９月上旬まで草刈り禁止期間となってい
ます。
○出穂１０～１５日までに草刈りを終えることが出来なかった場合など、やむを得ず草刈りを
する時は必ず畦畔を含む水田全面に斑点米カメムシ類対象の殺虫剤（下記薬剤）を茎葉
散布した後に草刈りをしてください。
○周辺より出穂の早いほ場では斑点米カメムシ類が集まりやすいので、出穂期に合わせて
防除時期を調整しましょう。
○水田内にホタルイ類のカヤツリグサ科雑草やノビエが多発すると、アカスジカスミカメ
の水田内への侵入を助長するため、水田内の除草を徹底します。除草剤の散布にあたっ
ては、使用時期に注意する。

◎農薬適正使用基準

圃場内の雑草防除
及び畦畔の草刈り

アカスジカスミカメ
特徴：体長５～６㎜、背側中央部

に橙赤色の太い縦線がある

アカヒゲホソミドリカスミカメ
特徴：体長５～６㎜、幅１㎜で細

長く触角・足が淡赤色

オオトゲシラホシカメムシ
特徴：体長６～７㎜、背側全体が

灰褐色で白色の斑点があり、
肩の辺りにトゲがある

発行／秋田おばこ農業協 同 組 合
仙 北 農 業 共 済 組 合

監修／仙北地域振興局農業振興普及課
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～ほ場により生育差があるため、今後の管理を徹底しましょう～
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７月２５日調査の「あきたこまち」の生育
は、草丈６８．２㎝（平年比９２％）、茎数５３６本
／㎡（平年比１１６％）、葉数１１．５葉（平年差－
０．６葉）、葉色３７．６（平年比１００％）となっ
ています。草丈は短く、茎数は多く、葉色
は平年並、葉数は少なくなっています。

倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒伏伏伏伏伏伏伏伏伏伏伏伏伏伏伏伏伏伏伏伏のののののののののののののののののののの注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点
幼穂形成期及び減数分裂期の生育調査結果より、節間長が長く生長し、倒伏の可能性が
高いと判断された場合は、倒伏軽減剤の使用を検討します。

【倒伏注意の目安】

① 減分期の草丈が７５㎝以上（１２葉の葉
身長が４０㎝以上、葉鞘長が３５㎝以上）
② 第５節間が４～５㎝以上、第４節間
が９～１０㎝以上、合計で１３～１５㎝以上

※上記薬剤は多量散布や重複散布に特に注意する。
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積算気温からみた出穂期の予測

※アメダス大曲データより

使 用 時 期 薬 剤 名 １０ａ当たり使用量 使用回数 使用方法

出穂１０～５日前 ビビフル粉剤ＤＬ ３～４㎏ １回 茎葉散布

出穂１０～２日前 ビビフルフロアブル ７５～１００�、散布量５０～１５０㍑ 〃 〃

移植日
（中苗）

７月２６日以降の天気

－２℃ ±０℃ ＋２℃

５月１５日 ８月４日 ８月３日 ８月２日

５月２０日 ８月６日 ８月５日 ８月４日

５月２５日 ８月９日 ８月８日 ８月６日

５月３０日 ８月１２日 ８月１０日 ８月９日

出穂期１０日後

スタークル粉剤ＤＬ

スタークル液剤

追 加 防 除

キラップ粉剤ＤＬ

キラップフロアブル

散 布 時 期 薬 剤 名
希釈倍率／散布量

（１０ａ）
適正使用基準

使 用 時 期 使用回数

出穂期１０日後頃
スタークル粉剤ＤＬ ３㎏

収穫７日前まで ３回以内ス タ ー ク ル 粒 剤 ３㎏
ス タ ー ク ル 液 剤 １，０００倍／６０～１５０㍑

追 加 防 除
１回目散布の１４日後頃

キ ラ ッ プ 粉 剤 Ｄ Ｌ ３～４㎏
収穫１４日前まで ２回以内

キラップフロアブル １，０００～２，０００倍
／６０～２００㍑

草 丈
（㎝）

茎 数
（本／㎡）

葉 数
（葉）

ＳＰＡＤ
（葉色値）

本年値 ６８．２ ５３６ １１．５ ３７．６

平年値 ７３．８ ４６３ １２．２ ３７．５

平年比 ９２％ １１６％ －０．６ １００％

前年値 ７５．４ ４２８ １２．１ ３４．５

前年比 ９０％ １２５％ －０．６ １０９％

仙北

多 発 時 等
必要に応じて
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・県南地区のいもち病の発生時期は平年並と見られますが、圃場巡回等でいもち病の病斑
が確認された場合は、直ちに予防剤と治療剤の混合剤（ブラシン剤等）の茎葉散布を行
います。その後、必要に応じてビーム剤を追加散布します。

～穂いもち対策について～
・周辺の発生田からの伝染の影響がないほ場では防除の必要はありませんが、葉いもちが
多発しているほ場が隣接している場合などは、出穂期～７日後にラブサイド剤で防除し
ます。
葉いもちの発生が認められるほ場では、出穂直前と穂揃い期にラブサイド剤またはビー
ム剤の茎葉散布を行ってください。

紋紋紋紋紋紋紋紋紋紋紋紋紋紋紋紋紋紋紋紋枯枯枯枯枯枯枯枯枯枯枯枯枯枯枯枯枯枯枯枯病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
農作物病害虫発生予察情報第４号（Ｈ２４．６．２８秋田県病害虫防除所）によると、紋枯病
は「やや多い」と予報されています。
・紋枯病の防除は出穂直前～出穂期がもっとも防除効果が高い時期です。
出穂直前以降に使える薬剤は次のとおりです。

※ラブサイド剤の成分（フサライド）、ビーム剤の成分（トリシクラゾール）の本田での総使
用回数は３回以内なので注意する。

※ビームゾルは傾穂期以降に散布すると薬害を生じることがある。

注）粉：粉剤ＤＬ、液：液剤、水：水和剤、フ：フロアブル
注）いもち病防除で嵐プリンス箱粒剤６（５０ｇ／箱または２５ｇ／箱）あるいは嵐ダントツ箱粒
剤（２５ｇ／箱）を使用した場合、紋枯病の防除も兼ねる。

↑初期の病斑：はじめは下部の方に現われる。 ↑病勢のはげしいとき：病斑は暗緑色か蒼白色。
急いで防除する。
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① 出穂当初は水を多く必要とする時期なので、出穂後１０日間は５～６㎝程度の水深で湛
水します。その後は２～３㎝の浅水、間断かん水とします（下図参照）。

② 落水の時期は、概ね出穂３０日後とします。早期に落水すると葉色の低下、枯れ上がり、
根の機能減退により登熟が妨げられ収量、品質、食味が低下する場合がありますので注
意してください。
③ 根の機能減退を防止するため、気温が３０℃以上になる日は、夜間はかん水、日中は落
水し、地温を下げます。（かけ流しは水不足の一因になります）。
④ フェーンなど乾燥した風が強く吹送する場合は湛水にします。
（※昨年同様、登熟期に乾いた強風が吹くと予想される場合は特に注意が必要です）

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
・カドミウム濃度が０．４�を超える米を流通させると食品衛生法違反となります。汚染米
を生産・流通させないように水管理を徹底しましょう。
○カドミウムを根に吸収させないためには出穂前３週間、出穂後３週間の計６週間で常時
水を張り、田面が空気に触れないようにします（田面が露出すると土壌が酸化し、カド
ミウムが吸収されやすくなります）。

フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビココココココココココココココココココココヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガ対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
フタオビコヤガは多肥田や葉色の濃い水田で集中加害を受ける場合があります。７月下
旬以降に発生するフタオビコヤガは第３世代であり、発生が多く見られる場合は以下の剤
で防除しましょう。

フタオビコヤガの成虫 フタオビコヤガの幼虫
後期被害葉

（階段状に食害）

散布のポイント 薬 剤 名
希釈倍率／散布量

（１０ａ）
適 正 使 用 基 準

使 用 時 期 使用回数

予 防 剤 と
治療剤の混合剤

ブ ラ シ ン 粉 剤 Ｄ Ｌ ３～４㎏
収穫２１日前まで ２回以内

ブラシンフロアブル １，０００倍／１００㍑

出 穂 直 前 と
穂揃期の２回
※多発時は傾穂
期に追加防除

ラブサイド粉剤ＤＬ
３～４㎏

収穫７日前まで ３回以内
ビ ー ム 粉 剤 Ｄ Ｌ
ラブサイドフロアブル １，０００倍／－
ビ ー ム ゾ ル １，０００倍／－

散布時期 薬 剤 名 粉 液 水 フ 希釈倍率／散布量（１０ａ） 備 考

出穂直前
～穂揃期

バリダシン ○ ○ 液剤１５０Ｌ １，０００倍 ア）出穂直前の防除に重点をおく
イ）多発が予想される場合は出穂
以降にも散布する
ウ）粉剤の施用量は３～４㎏／１０ａ

モンカット ○ ○ ○ 水和剤・フロアブル １，０００倍

モンセレン ○ ○ フロアブル １，５００倍

薬 剤 名 希釈倍率・散布量（１０ａ） 散 布 時 期 散布方法

トレボン粉剤ＤＬ ３㎏
第３世代 ８月上旬 茎葉散布

ＭＲ．ジョーカーＥＷ ２，０００倍・１００㍑


